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青
森
県
八
戸
市
か
ら
福
島
県
相
馬
市
ま
で
の
太
平

洋
沿
岸
を
結
ぶ
自
然
歩
道「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ

ル
」の
全
線
が
６
月
９
日
、開
通
し
ま
す
。

　

全
長
約
１
千
キ
ロ
。歩
く
た
め
の
道
と
し
て
、環
境

省
が
既
存
の
道
路
を
、み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
と

し
て
設
定
。海
岸
線
を
中
心
に
、丘
陵
や
河
川
な
ど
東

北
・
太
平
洋
地
方
の
自
然
に
親
し
み
、長
距
離
を
歩
く

旅「
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
」を
楽
し
め
る
の
が
魅
力
で
す
。

　

名
取
市
内
を
通
過
す
る
ル
ー
ト
も
あ
り
、
四
季

折
々
、装
い
を
変
え
る
沿
線
の
景
観
や
地
場
の
味
覚

を
堪
能
す
る
こ
と
も
。

　

今
年
４
月
に
は
、閖
上
地
区
に
ハ
イ
カ
ー（
徒
歩
旅

行
者
）へ
の
情
報
提
供
な
ど
を
担
う「
名
取
ト
レ
イ
ル

セ
ン
タ
ー
」も
開
所
。気
軽
に
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
体

験
で
き
る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

　

寒
さ
は
ひ
と
段
落
。日
差
し
が
暖
か
い
初
夏
は
野

山
を
歩
く
の
が
楽
し
い
。全
線
踏
破
を
目
指
も
よ
し
、

仲
間
と
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
短
い
区
間
を
楽
し
む

も
よ
し
。楽
し
み
方
は
十
人
十
色
で
す
。

　

行
楽
シ
ー
ズ
ン
た
け
な
わ
。穏
や
か
な
風
に
誘
わ

れ
、さ
あ
、徒
歩
旅
行
へ
―
。

徒
歩
旅
行
に
出
か
け
よ
う

み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
全
線
開
通
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早
足
で
、時
に
は
立
ち
止
ま
っ
て
の
ん
び

り
と
東
北
・
太
平
洋
地
方
を
巡
り
ロ
ン
グ
ト

レ
イ
ル
。舞
台
は
青
森
―
福
島
を
結
ぶ
一
筋

道「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」で
す
。

　

自
然
が
生
み
出
し
た
地
形
地
物
や
食
べ
物
、

沿
線
で
暮
ら
す
人
び
と
。太
平
洋
沿
岸
は
季

節
と
場
所
に
よ
っ
て
多
様
な
表
情
を
見
せ
ま

す
。

　

た
と
え
ば
海
岸
線
と
丘
陵
部
が
隣
接
す
る

漁
業
集
落
が
あ
っ
た
り
、市
街
地
や
農
地
が

開
け
る
平
野
部
が
あ
っ
た
り
、鋭
い
湾
が
連

な
る
リ
ア
ス
式
海
岸
が
あ
っ
た
り
。

　

寒
流
の
親
潮
と
暖
流
の
黒
潮
が
ぶ
つ
か
る

三
陸
沖
は「
世
界
三
大
漁
場
」の
一
つ
に
数
え

ら
れ
、春
夏
秋
冬
、豊
か
な
恵
み
を
も
た
ら
し

ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、日
本
一
の
総
延
長
を
誇
る
運

河
群
、多
彩
な
生
物
相
を
形
成
す
る
汽
水
域

な
ど
見
ど
こ
ろ
は
い
く
つ
も
。　

◇　

◆　

◇　

◆　

◇

　

海
の
気
配
を
感
じ
進
む
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

は
、鎮
魂
の
祈
り
と
復
興
の
足
音
に
触
れ
る

旅
で
も
あ
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
深
手
を
負
っ
た
太
平
洋

沿
岸
に
は
、物
故
者
を
悼
む
慰
霊
碑
が
建
ち
、

今
も
復
興
工
事
が
進
み
ま
す
。

　

昨
年
末
に
す
べ
て
の
復
興
公
営
住
宅
が
完

成
し
、先
月
に
は
、新
た
な
ま
ち
の
お
披
露
目

「
ま
ち
び
ら
き
」も
開
か
れ
た
閖
上
地
区
。

　

真
新
し
い
学
校
や
公
民
館
、商
業
施
設
な

ど
が
並
び
ま
す
。こ
こ
が
本
市
の
み
ち
の
く

潮
風
ト
レ
イ
ル
が
始
ま
る
場
所
。

　

閖
上
大
橋
か
ら
、復
興
公
営
住
宅
や
日
和

山
、名
取
ト
レ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
、北
釜
地
区
、

仙
台
空
港
な
ど
を
経
て
岩
沼
市
内
に
至
る
約

10
キ
ロ
の
行
程
で
す
。

　

仙
台
平
野
に
開
け
る
市
街
地
と
田
ん
ぼ
。

漁
港
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
群
を
横
目
に
進
め

ば
、仙
台
空
港
に
降
り
る
旅
客
機
に
目
を
奪

わ
れ
ま
す
。こ
の
道
は
名
取
で
暮
ら
す
私
た

ち
の
生
活
を
な
ぞ
る
道
の
よ
う
。地
形
の
起

伏
が
少
な
く
歩
き
や
す
い
の
も
特
徴
で
す
。

◇　

◆　

◇　

◆　

◇

　

青
森
県
か
ら
福
島
県
ま
で
、地
域
ご
と
、季

節
ご
と
に
異
な
っ
て
見
え
る
雰
囲
気
を
道
々

楽
し
み
歩
く
。

　
「
見
落
と
さ
れ
た
も
の
の
中
に
大
事
な
も

の
が
あ
る
」。

　

編
み
上
げ
靴
と
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
姿
で
全

国
を
く
ま
な
く
歩
き
、人
び
と
の
暮
ら
し
を

記
録
し
続
け
た
民
俗
学
者
・
宮
本
常
一
は
、著

作
の
中
に
、た
び
た
び
こ
う
記
し
ま
し
た
。

　

人
間
の
平
均
歩
速
は
約
４
キ
ロ
と
も
い
わ

れ
ま
す
。雨
が
降
れ
ば
濡
れ
る
、夏
は
暑
い
、

冬
は
寒
い
。向
か
い
風
が
強
け
れ
ば
前
進
す

る
の
も
骨
が
折
れ
る
。

　

四
通
発
達
し
た
現
代
、そ
れ
で
も
歩
く
旅

を
楽
し
む
意
味
は
、生
身
で
自
然
や
風
俗
に

触
れ
る
喜
び
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

瞬
く
間
に
入
れ
替
わ
る
景
色
に
慣
れ
た

日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
で〝
見
落
と
さ
れ
た

も
の
〞に
触
れ
る
歩
く
旅
へ
―
。 

■
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名取市内のルート

名取トレイルセンターは、徒歩旅行を楽しむ人だけでなく地域の
人たちも利用可能。旅する人と地域住民の交流が生まれる拠点と
しても期待される。

準備を万全に整え歩く旅へ　沿線6施設で情報収集を
　青森県と福島県を結ぶ「みちのく潮風トレイル」。約
1千キロの行程の途中には、情報提供や休息などを担
う施設が青森県八戸市や岩手県田野畑村など計6か所
あり、歩く旅を楽しむハイカーたちを支援します。
　ゆりあげ港朝市の隣に今年4月、開所した「名取トレ
イルセンター」もその一つ。みちのく潮風トレイルの拠
点として環境省が設置。ほかの施設同様、トレイルマッ
プ（沿線案内）のほか、「工事中の場所がある」「熊が出没
する可能性がある」といった危険情報も入手できます。
荷物を収容できる棚やシャワー設備なども備え、徒歩
旅行者がひと休みし、出発に備える場所としての機能も。
　「ロングトレイルを安全に楽しむためには十分な情
報収集が不可欠。しっかりと計画を立てて歩いてほし
い」と同センター。旅立つ前の積極的なセンターの利用
を呼びかけます。

名取トレイルセンター　☎398－6181
入 館 料　無料　　休館日　火曜日、1月1日
開館時間　9：00～17：00（12月～3月は16：00閉館）
HP　http://www.mct-natori-tc.jp


